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中野区基本構想審議会 子育て・教育部会（第２回） 

 

〇開催日時   平成３１年４月２５日（木曜日）１９時～２１時 

〇開催場所   中野区役所７階   第１０会議室 

〇出欠者 

１ 部会員 

出席者 

和泉 徹彦（部会長）、新庄 惠子、相川 梓、安藤 文隆、今村 亮、 

猿田 えり子、城山 智子、染谷 安紀子、能登 祐克、藤本 飛鳥 

２ 中野区 

  企画部 

基本構想担当課長     永見 英光 

子ども教育部 

子ども・教育政策課長 永田 純一 

保育園・幼稚園課長 濵口 求 

子育て支援課長 神谷 万美 

児童相談所設置調整担当課長 半田 浩之 

育成活動推進課長 伊藤 正秀 

子ども特別支援課長 中村 誠 

    地域支えあい推進部 

北部すこやか福祉センター所長 小山 真実 

 

【議 事】 

○和泉部会長 

 では、定刻になりましたので、ただいまより中野区基本構想審議会の子育て・教育部会

第２回を始めさせていただきたいと思います。終了の目途は９時とさせていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

まず、前回ご欠席でした新庄委員が本日出席されておりますので、皆様にご紹介いたし

ます。新庄委員、ごあいさつをお願いいたします。 

○新庄委員 
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 皆様、こんにちは。１回目は欠席させていただきまして申しわけありませんでした。現

在は教師を目指す学生の授業や支援を行っています。それまでは東京都の公立中学校、そ

して小中一貫教育校の校長をしておりました。 

中野区の住民です。この基本構想の改定にかかわらせていただくことを大変光栄に思い

ます。今までの経験を踏まえながら、この基本構想のコンセプトにあるような「より区民

が親しみや共感を持つことができる基本構想」というところで、意見が述べられたらと思

っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

○和泉部会長 

 新庄委員、ありがとうございました。これからよろしくお願いいたします。 

続いて本日出席している区の職員の紹介をお願いいたします。 

○永見基本構想担当課長 

 皆さん、本日はありがとうございます。企画部の基本構想担当課長の永見と申します。

よろしくお願いいたします。 

出席している職員を紹介させていただきたいと思います。この資料の２のほうに名簿と

いうものがあります。こちらは今回の部会と次回の部会も合わせたメンバーになっており

ますので、きょうは出席していない職員も含まれておりますが、ご確認いただければと思

います。それでは、名簿の順で一言ずつ担当部署名とお名前の自己紹介をお願いします。 

○永田子ども・教育政策課長 

 子ども・教育政策課長の永田と申します。よろしくお願いいたします。 

○濵口保育園・幼稚園課長 

 保育園・幼稚園課長の濱口と申します。よろしくお願いいたします。 

○神谷子育て支援課長 

 子育て支援課長、子ども家庭支援センター所長でございます神谷と申します。よろしく

お願いします。 

○半田児童相談所設置調整担当課長 

 児童相談所設置調整担当課長の半田と申します。よろしくお願いします。 

○伊藤育成活動推進課長 

 育成活動推進課長の伊藤と申します。よろしくお願いいたします。 

○中村子ども特別支援課長 

 子ども特別支援課長の中村でございます。よろしくお願いいたします。 
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○伊藤学校再編・地域連携担当課長 

 学校再編・地域連携担当課長の伊藤でございます。よろしくお願いいたします。 

○小山北部すこやか福祉センター所長 

 北部すこやか福祉センター所長の小山でございます。よろしくお願いいたします。 

○和泉部会長 

 ありがとうございました。 

次に、本日の配付資料の説明について事務局よりよろしくお願いします。 

○永見基本構想担当課長 

 それでは、部会の運営面も含めまして、資料のご紹介をさせていただきたいと思います。

まず、本日、それから次回については、事務局のほうで設定をさせていただいた重点テー

マというものについてご審議をいただきたいと思っております。その次の回については、

それ以外のテーマということで考えております。本日は、重点テーマ５つのうちの３つの

テーマについてお話をいただきたいと思っております。 

 それで、資料の３。いろいろなスライドが印刷されている書類がありますけれども、こ

ちらは現在の区の現状などを表したデータということで、ご用意をいたしました。前回の

全体会のときにお話が区長からあったと思うのですけれども、多様性、協働、スタートア

ップ、そんなキーワードも踏まえながら、活発なご意見をいただければと思っております。 

それで、資料のご説明をさせていただきますと、資料３－１「中野区の現状に関する参

考資料」というものでございます。最初の重点テーマが、「子育てが楽しくなる地域環境」

ということでございまして、こちらは、例えば児童館、キッズ・プラザ、学童クラブのよ

うな拠点施設など、さまざまな子育て支援の環境がございます。こうした施設に限らずい

ろいろな地域の環境というものがあると思いますが、こちらについては、主にハードの面、

施設のあり方、環境のあり方について、子育てをされる側の視点からどのような地域環境

であったらいいか、そんなところをご審議していただきたいと思っております。 

続いて２つ目の重点テーマでございますが、「子どもの命と権利の保護」ということで

ございまして、中野区では２０２１年度に児童相談所の設置を予定しております。また、

他の自治体で子どもの権利に関する条例なども制定をされておりまして、そういったこと

も検討していることもございます。そういった中で子どもの命や権利というものはどのよ

うに守っていく、そういった中野区であるべきなのかということをご審議いただきたいと

思っています。 
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それから３つ目のテーマでございますが、「地域の子育て力」ということで、例えば、

里親委託であったり、子育てのあり方なども様々な形があるかと思います。また、それぞ

れのご家庭で保育であったり、課題を抱えているということもあるかと思います。こちら

のテーマにおきましては、主にソフトの面ですね、人と人とのつながり、そういった観点

から地域において子育ての力を高めていくためにはどうあるべきなのか、そんな視点でお

話しいただければと思っております。 

次回は、「自らの可能性を伸ばし成長する若年世代」それから「社会の変化に対応した

教育・保育」ということで、若者の活動であったり、教育・保育、そういった側面を予定

しておりますが、本日につきましては、先ほど申し上げた３つの重点テーマということで

考えております。 

こちらの資料については以上でございまして、一番上の次第の裏に本日配付している資

料が一覧でございます。資料３、先ほども紹介しましたスライドの資料のほかに、人口の

近年の動向であったり、推計などの資料もつけてございます。それから資料４が当初予算

の概要ということで、財政の資料です。それから参考の１から４ということで、お手元に

子ども・子育て支援事業計画であったり、教育ビジョン、子育て支援ハンドブックの「お

ひるね」、施設白書なども配付しておりますので、ご審議のときにご活用いただければと

思います。説明は以上でございます。 

○和泉部会長 

 ありがとうございました。 

では、今回は主題にありますとおり、（１）「子育てが楽しくなる地域環境」、（２）

「子どもの命と権利の保護」、（３）「地域の子育て力」、この３つのテーマについて審

議したいと思います。次回、第３回は「自ら可能性を伸ばし成長する若年世代」、「社会

の変化に対応した教育・保育」を審議したいと思います。よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○和泉部会長 

 そのようにさせていただきます。 

 それでは、重点テーマについての審議に移りますけれども、まず「子どもが楽しくなる

地域環境」から始めたいと思っております。資料３－１で３から５のスライド。これは２

分割にページはなっておりますけれども、この３から５のスライドのところがここに該当
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する資料ということになっております。これらを参考にしながらご審議をお願いしたいと

思います。 

 また、何か不明な点などございましたら、事務局からお伝えいただけるということです

ので、遠慮なく聞いていただければと思っております。 

 それでは、皆さん、ご意見いかがでしょうか。資料はあくまでも参考でございますので、

もちろんこの「子育てが楽しくなる地域環境」について、ご意見あるいは何か課題をお感

じになっていることがありましたら、ご発言いただければと思っています。 

○藤本委員 

 利用状況等が載っていますけど、ちょっと知識がないものもあるのですが、そもそも中

野区がすごく抱えている課題とかはあったりするのですか。この「楽しくなる地域環境」

に対して、地域の方からこうしたほうがいいんじゃないかとか、そういう声が上がってき

ているのか。まっさらな状態から話すのは大変なのかなと思いまして。 

○和泉部会長 

 中野区のほうで把握されているこの地域環境などに関する区民の意見や課題というのは

何があるのかということについてご質問ということでよろしいですか。 

○藤本委員 

 はい。 

○和泉部会長 

 かなり大きな枠組みになりましたが。 

○伊藤育成活動推進課長 

 それでは育成活動推進課から。 

○和泉部会長 

 はい。お願いします。 

○伊藤育成活動推進課長 

 働く保護者の方といいますか、お母さま方が増えて、課題というのが学童クラブの利用

者が増えていることです。要は、学童クラブに待機児が発生している状況です。それに対

して、解消する方策を考えなければいけないのですけども、基本的には小学校にキッズ・

クラブを入れて、学童クラブを併設することになっています。中野区全体の人口も増えて

いるという状況ですので、施設の定員数、収容人員が追いついていかないという状況があ

って、待機児が発生している状況などが解消していかない状況もあるのです。 
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○相川委員 

 このテーマ「子育てが楽しくなる地域環境」と説明していただいているのですけども、

誰が楽しくなるのかという主語についてはちょっと気になっているところです。親が楽し

いならいいという方向に流れて行き過ぎてもよくないし、やはり子どもが楽しく過ごせる

地域環境というほうが私としてはしっくりくるなとちょっと思っています。私自身子育て

中なので、自分が楽しくなったらもちろんうれしいのですけど、子ども達が楽しくなかっ

たとしたらそれはよいとは思えません。では、子どもにとって楽しい地域環境というのは

何だろう？と考えると、私自身が周りのお母さん方と話をして感じるのは、ほかの自治体

にはプレーパークというものがあるところがあり、すごくいいね、いいねと。泥遊びを思

いっきりやったり、ちょっと危ないことをやったり、火を使ったり、のこぎりを使ったり

ということが安全・安心にできるプレーパークはいいという声を大変よく聞くのですね。

中野区も上高田の台公園で、日曜日や平日に月数回、火を起こして、みんなでごはんを食

べるという活動をやってくださっている方がいて、大変すばらしいなと思っております。

ただ毎日いつでも遊べるといったプレーパークには、リソースも足りず実現できていない

と感じています。その為、例えばプレーパークを実現する地域環境、といったことを１つ

ビジョンとしてあるといいのかなと思っております。 

○今村委員 

 この重点テーマの５本に絞られた経緯というのがどういうものなのか。かつ、重点テー

マになっていないものというのは、逆に中野区では恐らくここは OKと思われているので

はないかと思うのですけども、それはどういったものがあるのかというのもちょっと教え

ていただけるとありがたいです。 

○永見基本構想担当課長 

 重点テーマを設定した経緯でございますが、ある程度課題として区として捉えているよ

うな部分であったりとか、新たに子育て先進区という考えもございますけれども、こうい

ったところを重視をしていきたいということで、区からお示しをした。そんな内容が重点

テーマとしてはピックアップをしているところでございます。 

 子育て・教育に関しましては、重点テーマの中でカバーがかなりされている部分もある

のかなと思っておりますので、あまりその枠に捉われずお話を進めていただければいいの

ではないかなと思っております。 

○今村委員 
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 子育て・教育のほぼ全ての分野をかなり５つのテーマでカバーしているみたいなことで

すかね。 

○永見基本構想担当課長 

 そのように捉えていただいて良いかと思います。 

○今村委員 

 次回の論点になるのですが、うちは子どもが５歳で年長さんで、来年小学校に上がるの

だなという個人的な素朴な子育ての悩みがあるのですけど、４番が次回教育の課題として

お話があると思うのですけれども、区の認識であると同時に、区の教育委員会の認識も含

めてこの５つに集約されていると理解して大丈夫なのでしょうか。ちょっと違いますか。 

○永見基本構想担当課長 

 よろしいかなと思います。 

○今村委員 

 わかりました。ありがとうございます。 

○城山委員 

 前回は自己紹介のみで、２回目もあまり区のほうでどう進められるかわからないので、

ざっとしたコメントみたいなのをまとめてきたのですけれども、それ全部言っていいです

か。あまり勝手に先走ってもいけないかなと思って、ちょっと様子を見ながらと思ってき

たわけなのですけれど。 

○和泉部会長 

 どうそ。 

○城山委員 

 本当にざっくりしたあれですけれども、私はすごく自分の関心として、子どもが主体的

にいろいろなことを考えて、いろいろな意見を言って、それが地域の人たちとか大人たち

と一緒になって、いろいろ積極的に地域にかかわっていくという。それは学校教育もそう

ですし、民間のセクターともいろいろな形で連携していくことをどうにか中野でもっとや

っていきたいなと思いまして、子どもにやさしいまちづくりというので、本当にわか勉強

ですけど、私は研究者なのですけども日本を対象にしていないので、自分の息子のことと

か、こういうにわか勉強で今やっているところなのですが、例えば、今、多分中野区で準

備されているといっていた、子どもの権利条約というのをされているのですか。それは、

いろいろな自治体で多分先進的な事例が、ちょっとコピーを１０部（『子どもにやさしい
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まちづくり』（第 2集）日本評論社、2013年の 42-53、91-99、104-111、121-131、169-180）

だけですけど持ってきたのですけども、日本でも既にいろいろな自治体がやっておられて、

川崎市だとか、多治見市だとか、全国的に子どもにやさしいまちづくりということで、そ

れぞれ条例とか、そういうものを制定されている事例があると思います。 

それから世界でも、例えばチャイルドフレンドリーシティ・イン・ザ・ワールドという

ので、ドイツとか、スウェーデンとか、フランスとか、いろいろなところでやっておられ

るというのがあって、私個人はドイツとオランダとスウェーデンにちょっと行ったことが

あるのですけども、さっきのプレーパークなんかもそういう外国でもたくさん事例があり

ますし、若い人たちの居場所づくり。日本も、今、すごく取り組んでいると思うのですけ

れども、スウェーデンのストックホルムに行ったときは、世界最大のそういう若い人たち

が集まるところなのですけれども。 

○今村委員 

 フリーシュフーセットですか。 

○城山委員 

 ええ。そこは、自己肯定感を高める。これも日本ですごく子どものそういうことを言わ

れていると思うのですけれども、ロールモデルになるような人にいろいろな話を聞く。例

えば音楽とかダンスとか。勉強という概念もすごく幅広く捉えたらいいと思うのですけれ

ども、そういういろいろなところで自分の能力を発揮するときに、いろいろなロールモデ

ル、例えば刑務所に入った人さえ来ることもあるのです。でもその人がどうやって変わっ

ていったかという、そのプロセスを聞くことによって、そこに集まってくる若い人たちに

は、ちょっと学校教育ではうまくいかなかった人たちもいるわけなのです。いろいろな子

が、いろいろな若い人がいると思うのですけれども、そういうロールモデルから話を聞く

ようなプロジェクトをやったりしておられて、フリースクールと一緒になっているのです

ね。 

 フリースクールと一緒になっているので、そこの学校にも通いながら、そういういろい

ろなアクティビティに参加できるという事例とかもあったのですよね。なので、あまり私

ばかり話していたらあれなので、私がすごく関心があるのは、子どもがどうやって積極的

に主体的にいろいろなかかわりができるか。そういう公教育。スウェーデンに行ったとき

に例えば学校の給食についても子どもに議論をさせたりするのですよね。子どもにいろい

ろなことを議論させて、一緒に決めていくという。子ども議会というのがすごく発達して
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いて、例えば中野区の議会も子どもが意見を言うというような。子どもといってもそんな

ちっちゃい子ではないですけれども。そういう形で、主権者教育を今、日本もやっていま

すから、そういう流れの中でどうやって公教育と地域、民間というものを連携して、そう

やって主体的にかかわっていけるか。 

あともう１つ。私、ＰＴＡをやっているのです。役員ではないですよ、委員を。藤本さ

んは会長なのですけど、同じ小学校で。いつもすごくジレンマを感じるのは、嫌々みんな

やるのですよ。みんなじゃないですね。すごいポイント制とかというので、それもポイン

トが低い人はくじを引かせるという。日本の民主主義のすごい悲しい現実を見ているみた

いで。あとしつこく嫌なのは、子どもと親をリンクさせるのですよ。そこの親がＰＴＡと

かに積極的でないと、「何で子どもにそういうプレゼントを上げなければいけないの」と

いう、そういう言い方をしてしまう。やはり子どもはどんな子どもでも地域で育てていく

べきだし、いろいろなお母さんがいろいろな子どもを見てあげるというのは当たり前のよ

うにしたほうがいいと思うのですけれども、そうやってポイントではかってしまうから、

「あそこの家はやっていないじゃないの」、「あそこの親は行ってないじゃないの」とい

う、そういうすごく消極的なかかわり方しかできない。それをどうやって積極的に変えて

いくかというのを、すごく私自身は、自分の今の身近な問題として感じているところです。 

○和泉部会長 

 ご意見ありがとうございました。猿田委員はいかがですか。 

○猿田委員 

 難しいことはわからないのですけれども、子育てが楽しくなる地域づくり、やはり私た

ち地域住民が子どもよく知ることが一番大事なのではないかなと。どんな環境の子でも、

まず子どもを知って、そこから親御さんたちとコンタクトがとれるようになれば、今は、

あまり子どもに声かけると、ちょっと親のほうが引いてしまうようないろいろな事件があ

るので、それはしょうがないのかなと思うのですけれども、そういうのにめげずにどんど

ん私たちみたいな地域の人は声をかけて知り合いになって、そこから輪が広がっていけば

いいのかなとは思っています。 

○和泉部会長 

 ありがとうございます。 
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やはりこの４月中の時期ですと、１年生とかがまだ要領がわかっていなくて、学校から

まっすぐ帰っていればいいのに、なぜか夕方になってもまだランドセルを背負った子がい

るとか、そういう姿を見かけると、やはり声をかけないと、何か心配になりますよね。 

○猿田委員 

 登下校の見守りなんかをしていると、やはり顔がわかるから、近くに出ているお母さん

と顔見知りになって、この人は大丈夫だなというのがお母さんのほうでわかっていただけ

ると、そこから先、どこかで会ったときに声がけができるので、そういう広がりをつくら

なければいけないのかなと、地域住民としては思います。 

○和泉部会長 

 ありがとうございます。 

○安藤委員 

 今、お話を聞いているとね、立場が違うのかなという気が思わずしてしまうのですね。

というのは、私自身も幼稚園にかかわって、幼稚園を運営している立場なのですけれども、

その昔というか、自分が２０代くらいにやっていた幼稚園の運営の仕方と今の運営の仕方

とは大きな違いが出ているのですね。というのは、要するに昔は幼稚園というのは９時か

ら２時まで教育をしてください、それ以降はやってはいけませんよという指導だったので

すね。それからもう１つは、今は逆にそれぞれの発言者の方から教育へのかかわり方です

ね、特にＰＴＡというのは大変だなと。幼稚園の父兄から話を聞きますと、小学校へ行く

と、要するに幼稚園時代に活躍したというか、こう言ってはなにですけど、幼稚園時代に

父母の会の役員等をやった方が主になる方が多いわけですね、平均して。こう言ってはあ

れですけど、保育園の出身者はどうしても仕事とお勤めがあるのでなかなか役員のほうも

引き受けてくれないのだと。だから先ほどの発言につながってくるかもしれませんけども、

なかなかＰＴＡをやる人が集まらないというのは、これは現状だろうと思いますね。 

 それからもう１つ大きな違いは、幼稚園の場合は、保育園なんかもそうなのでしょうけ

れども、子どもとかかわって一緒に保育・教育をすると。要するにＰＴＡというのは、な

かなかもう子どもとかかわるというか、要するに環境をどう整えていくのか。ＰＴＡの役

割というのはどういうところに視点を置きながら活動していくのかとか、ちょっとＰＴＡ

と幼稚園の父母の会というか、ここでは紛らわしいからＰＴＡと統一させてもらいますけ

ども、幼稚園のＰＴＡと小中学校のＰＴＡとちょっと中身が違うのかなと。子どもの場合

は、お誕生会とか、いろいろな運動会とか、諸般の活動体系でなって、お母さん方という
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か、ＰＴＡの方々と一緒につくり上げていく。それで一緒に子どもたちに参加すると。だ

からそういう面では子育てを楽しくというのが、まさに一緒に楽しんでいる部分が結構見

受けるかなと思うわけですね。どうしても小中学校になりますと、うちはお寺もあるもの

ですから、小学校のころはお寺のお墓や境内で飛び回っていたのが、今はもう一人も来ま

せん。ほとんど動きがないのですね。要するに地域の子育ての人たちは野球教室やったり、

太鼓の会をやったり、それでサッカーやったり、いろいろな活動でもって子どもたちを心

身ともにというか、体を動かすということが大切なのだよということで、その意味と、あ

とサークル活動というか、仲間づくりでお互い協力していくのだということで、要するに

子育てを楽しくというのは、子どもとともに楽しくないと、子育てというのは、何かこっ

ちが思っていて、こうすれば楽しいのではないかというのではなくて、湧き上がるのが楽

しいのではないかなという思いで、今、聞かせていただきました。 

○和泉部会長 

 安藤先生のご意見はすごく共感する部分があって、やはりいろいろ現在の子どもたちの

活動的でないという状況がどうして生まれているのかなというのがあって、遊び場になる

ような公園であったり、先ほど言ったプレーパークのような、そういう仕掛けがあると、

もしかしたら子どもたちも変わるのかもしれないなという、そういう部分もやはり思い起

こさせるときがあって、そこは大人の責任の部分で何か仕掛けられるのかなと。そういう

アイデアというのが何かこの中野でも実現できるのかなと。そう思わされました。いかが

でしょうか。 

○能登委員 

 すみません。遅れて参りまして、申しわけございません。 

今の話を伺っていると、今は「子育てが楽しくなる地域環境」だと思うのですけれども、

私も小学校でＰＴＡ会長を３年、それで、今、中学校で２年とやってきまして、もう娘が

高２でして、下が中１になっていますので、過去の話になってしまうのですけれども、今

までどんな話が出たかちょっと私はわからないのですけれども、例えば公園にいろいろな

遊具を設置したら遊びに来るのではないかとは思うのですけれど、子どもは勝手に想像力

を働かせて、子ども同士で遊ぶというのは、インプットされていなくても多分生まれたと

きから持っているものだと思うのですね。あえてそういうところで。 

きょう一番言いたかったのは、私、小学校のＰＴＡの会長のころに連合会で、中野区の

各公園の調査してもらったのですね、全会長さんに頼んで。ほとんどの公園で禁止事項ば
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かりです。ほとんどの公園で。これは公園なのかと。そこを正していかないと、なかなか

これは難しいのではないかなと。遊び場はあるのですよ。あるのだけど、遊ぶ手段が限ら

れてしまっている。どうやってボールを投げるのですか、ボール投げ禁止ですから。単純

な話ですよね。ではボール投げの代替機関として何があるかというということはそこに書

いてないわけですよね。実はメンコというのは、肘の使い方とか、スナップの使い方とい

うのがあって、昔から理に適ってやられていると。これは野球の槙原さんからも言われた

のですけれども、例えば雨が降っていてボールを投げれないような時期があるのであれば、

メンコの投げ方を教えて、これは練習になるのだよという野球教室もやったりもしました。 

 やはり我々親も実は教えられることが少なくなってきているのではないかと。私は田舎

の生まれですから、夏は海、秋は山というように自然少年みたいなところがありましたの

で、子どもに教えられるという親ではあると思うのですね。ただ、今、各家庭でそれすら

やれてきていない親御さんも増えてきていると感じるのですね。結局、ゲームも全部一緒

なのですけど、ではテレビもちっちゃいころから見せておけばおとなしいからという安易

なものの与え方。だから公園へ行って「何でゲームしているの」と聞くと、家での制限時

間が決まっているからと。 

 やはり考えているのですよ、子どもたちも。なので、先ほど猿田さんも仰っておられま

したけど、地域の人たちの見守りというのは、私も会長やって思ったのは、本当に顔見知

りの人が普段いてくれるだけでやはり安心して仕事に向かえるというのがあるのですね。

特に朝、旗振りで月曜日とかやってくれているので、あれは非常にありがたいなと。でも

やはり我々でも働いている世代というのはなかなかそれが適わないという部分があって、

やはり中Ｐの中からの意見の１つとして、放課後子ども教室推進事業についてなのですけ

れども、中学生のデータがないと。地域の中でやがて地域の一員になってもらうのであれ

ば、やはり中高生時代に参加できる企画があるべきで、これは東日本大震災のときもそう

でしたけれども、中学生がボランティア、あとは震災の直後、やはりお年寄りを助けたと

か、こういった事例もあるので、例えば自分の町会を知らない中学生をなくそうというぐ

らいの目標設定を持ってもいいのではないかという意見がありました。 

私からは以上です。 

○和泉部会長 

 今、お話になったのは中学生の放課後のあり方ということですか。部活とはまた違う形

で、行けない子というのですか。 
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○能登委員 

 ええ。行けない子もいますから。 

○和泉部会長 

 それは学校単位のほうがいいのですか。それとも地域単位でもうちょっと広い範囲がい

いのですか。 

○能登委員 

 学校単位って、結局中学校となりますと、自分の家のそばとなるとやはり小学校区とい

うことになるわけで、でもそこに中学生のお兄ちゃん、お姉ちゃんが小学生に混じってと

いうところもあって、なかなか来ないという話も聞くのですよね。だから結局そこにいれ

ずに外で時間つぶしたりとか、いろいろな話は聞きます。 

○和泉部会長 

 いろいろ複雑な家庭事情があったり、困難を抱えている中学生に対しての何らかの拠点

なり支援なりといったものがあれば。 

○能登委員 

 それが今は多分低年齢化してきています。抱えています、子どもたちは。 

○和泉部会長 

 やはり駆け込み寺的な部分が欲しいと。 

○能登委員 

 そうですね。でも、そこが学校であってほしいなという部分はありますね。事情は言え

ないけれど学校にいたら安心できるのだと。 

○猿田委員 

 でも、児童館がそれを担っているところも結構あるかなと思います。 

○能登委員 

 ありますね。異年齢が集まりますよね。 

○和泉部会長 

 ありがとうございます。 

○新庄委員 

 今のお話を聞いていて、様々な子どもがいるので、学校もそれぞれに応じた対応が必要

であると思います。「子育てが楽しくなる地域環境」ということで、先ほどお話がありま
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したが、主語が誰なのかということについては、子育てと言った場合には、やはり保護者

とか、親とか、大人の方から見たときに考えるのではないかと資料を見ながら思いました。 

楽しくなるということは、その反対側の側面もあると思います。楽しくない、苦しい、 

辛いなど、その辺のところを支援する、フォローするということも考えなくてはいけない

側面かなと思います。学校教育とかかわってくるところではあると思いますけれども、幼

児期、それから保育園、幼稚園、小学校、中学校、高校と上がっていくに従って保護者が

抱える悩みというのは多いと思います。児童相談所や子ども家庭支援センターとか、その

ような受けとめていただける所もあると思います。例えば何か話し合いができる、共感で

きる、そういう場や機会を設定するというのはとても大事だと思います。なかなか難しい

かもしれませんが、例えば不登校の保護者が来られる場の設定です。 最初は少人数でも

繰り返している間に、「こんなことをしてみたら対応がうまくいったわよ。」とか、「私

もこういう悩みがあるの。」という、何か共感できる場や、相談できる場、相談までいか

なくてもいいので、受けとめてもらえるような所があれば、子育ての苦しみとか悩みとか

辛さが少しでも軽減されて、楽しくなっていくのではということを考えていました。皆様

方が興味深い話をしてくださっていたので、その中からいいアイデアが出てくると楽しく

なるような場、苦しい人も少しでも気持ちが楽になっていくような場ができるのではない

かと思いました。以上です。 

○和泉部会長 

 ありがとうございます。 

やはり楽しいの裏側、反対側に苦しい、つらいというのがある。あるいは家庭環境とか、

そういったものをどう捉えるのかというところも必要なのだろうと思います。ただ、そう

いったさまざまな相談に関しては、子ども家庭支援センターがありますし、そのあたりで

もいろいろと区民から相談を受けていらっしゃると思うのですが、現状としてはどういう

状況なのかについてお話しいただけますか。 

○神谷子育て支援課長 

 おっしゃってくださっているように、子育ての悩みというか、他の資料にもついている

のですけど、どういうのがあるかというと、一番が、どう子どもと向き合ったらいいのか、

そういった悩みが圧倒的に多いのです。それで、いきなり我々みたいな専門機関に、相談

しますというふうには残念ながらいかないわけで、中Ｐ連の中でお友だち同士で語り合え

る場だとか、そういった話の中から専門機関につなげていくことができる仕組みだとか、
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そういったところが必要だと思っています。例えば児童館もそうですけれども、子育て教

室とか、すこやか福祉センターがいろいろな皆さんから話を聞く。そういった中で相談が

あれば、出向いて行って伺うこともありますし、いろいろな場面の中でもう少し専門的な

相談が必要だなといった場合には、その専門の相談につなぐとか、仕組みはそれなりにで

きてはいるのかなと思います。もう少し地域にそういったものが広がるということも必要

でしょうし、そのつながりやすさというのも必要だと思います。もう少し連携を強化して

いったり、発展できるような仕組みを育てていくことも必要になってくるのではないかな

と思っています。 

○和泉部会長 

 ありがとうございます。 

区から提供していただいた資料を３つのスライドのところを見ますと、児童館、キッズ・

プラザ、学童クラブ、また子育てひろば、乳児親子の居場所、そういった形で。つらい状

況、苦しい状況というのは、やはり孤立してしまう状況というのが一番つらいことで、誰

にも相談できないとか、閉塞的な状況というのがやはり苦しい状況なのだろうと思うので

すね。そこを解決するだけでも少しは楽しくなるのだろうとは思いますし、また、区の取

り組みを今、問題を抱えている方が知らないというところに対して、積極的に見て民生児

童委員さんも活動してくださっていますし、またそこでいろいろなところで目に入る機会

というのがあって、「あっ、ここに相談すればいいのだ」と気づくようなそういう環境づ

くりというのが多分次に必要なことなのだろうと思うのですね。資源は大体揃ってきては

いるのではないかと思って、そしてこれから基本構想に反映するときに、ではどういう仕

掛けをしていったらそれがうまく回って、伝わっていくのか。そういう取り組みというの

が必要なのかもしれません。 

 このテーマについて、ほかに何か言っておきたいというか、何か。 

○相川委員 

 幼稚園に入ったり、保育園に入ったり、学校に行ってからだと PTAがあったり、父母会

があったりして、結構つながることができる機会が増え、そこでちょっと子育ての悩みを

吐き出せるというタイミングはあるのですが、その前ですね。どこにもつながっていない

お母さんたち、また、初めての子育てで、自分の子どもを初めて抱っこした赤ちゃんだっ

た、といったお母さんたちが抱えるつらさというものを私自身が第一子の際に実感してき
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ました。そこをどう支援していくか、がとても大切だと思います。そこを乗り越えること

で、子育てが楽しくなっていくのかなと思っています。 

中野区も妊娠中の方対象の母親学級を以前は４回など連続して開催されていて、でも働

くお母さん方が増え、産む前の母親学級ではなく、今は産後にＢＰプログラムという形で

連続して開催してくださっていると私は認識しています。私はＢＰには参加したことはな

いのですけれども、ＮＰＯ法人マドレボニータというところがやっている講座に連続して

４回行くことで初めてお母さんとちょっと打ち解けて仲よくなったりしたのですね。１回

行っただけですごく意気投合してライン交換して仲よくなるというのはないので、継続し

て同じ場所に行くことで、地域で仲間ができるのかなと。一人ではなく、みんなで子育て

する、その共同養育につながる支援というのをどうしたらいいか。１つは、今、やってく

ださっているＢＰプログラムみたいなものはとても良いと思うので、そういったものを増

やしていくことで子育てのスタートをうまく支援できるといいかなと思っています。 

あとは、今、赤ちゃんを育てているお母さんたちが非常にプレッシャーに感じるのは、

泣かせてはいけないというプレッシャーだと思っています。公共機関で泣いたら舌打ちさ

れるとか。何をどう頑張っても泣いてしまうときがあると思うのですね。あと家の中でも

泣かせてはいけないと言って、それがプレッシャーになってしまう。本当に中野で育てて

いたお母さんの事例で、家で泣くと隣の家からピンポンと来る。それで文句が来るという。

もう家の中にいたくないというストレスを抱えているような方もいる。それを区がどうに

かできるとは思ってはいないのですけど、地域として「泣いてもいいのだよ」という雰囲

気がもしできたら本当にお母さんたちはすごく安心して子育てできるのではないかなと思

っています。 

○安藤委員 

 今のご意見で、泣いているというのが家の中だけならいいのですけど、最近は泣いてい

ると区役所に出向くのですよね。虐待ではないかと。それが非常に多いものですから、だ

から今のおっしゃっていることはよく通じるものがあるのですけど、お隣で文句を言われ

るくらいならいいのですけど、幼児虐待の勘違いされるというのは非常に大変だって。う

ちの幼稚園の父兄でもよく電話があって、それで幼稚園では埒あかないから、今度、区の

教育委員会に電話をかけるわけですよね。そういうのが非常にね。だから泣かせてはいけ

ないというのも、確かにその裏返しがまた幼児虐待に移っているのではないかと。 
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あともう１つあれですけども、幼稚園の場合は、幼稚園に入園しますとほぼ１カ月以内

に家庭訪問に行っているのですよ。家庭訪問というのは、なかなかできないと思うのです

ね。いきなり行って家庭の中に乗り込む。乗り込むと言ったらおかしいですけれども、そ

れで終わってから、幼稚園の職員会議でもってお互いその家庭のことやなんか、問題ある

かないかというか、お互い共有して、この子にはこういう教育がいいのではないかとか、

こういうことに注意したほうがいいのではないかと。家庭訪問というのはすごい価値があ

るというか、大体小学校へ行きますとほとんど家庭訪問なんかないですよね。だからその

点では家庭訪問というのは、要するにその家庭がどの程度散らかっているのか、整理整頓

されているのか。 

○和泉部会長 

 安藤さん、ありがとうございました。 

○城山委員 

 赤ちゃん産んでから、私、来てもらったと思うのですけども、何か来ていただいて相談

しました。 

○安藤委員 

 幼児虐待の防止にいいのではないかなと。 

○和泉部会長 

 まさに、今、言っていただいた児童虐待の話というのは、次の２つ目のテーマともかか

わっておりますので、そちらのほうに今度は移りたいと思っております。 

 ２つ目のテーマ。「子どもの命と権利の保護」というテーマになっておりまして、資料

は少し長めに７番のところから１６番までというのがあります。 

今、中野区が進めている児童相談所設置の準備というのがありますし、また子どもの権

利条約に基づく子どもの権利条例ですね。そういったものも既に制定した自治体もある。

２３区の中でも３つあるというところで紹介をされております。こちらのテーマにご意見

をいただきたいなと思っています。 

先ほどの、泣き声が通報につながってしまうというところについて、どこに線引きをし

たらいいのか、なかなか判断がつきにくい部分がどうしてもあるかとは思うのですけれど

も、それがプレッシャーになってしまうということも好ましくはないということだと思う

のですけども、この辺についてご意見いかがでしょうか。お願いします。 

○藤本委員 
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 まず数字のところから入らせていただきます。要は課題のところなのですけれども、こ

の例えば虐待相談の数とか、これは延べの人数とかになるのですか。それとも家庭ごとな

のか。要は中野区でどれくらい本当に困っている人が、割合がいるのかというのを知りた

いのですけども、そういう数字とかはあったりするのでしょうか。 

○半田児童相談所設置調整担当課長 

 本日お配りしております資料は、上の段の７のところ、こちらは相談の受理件数になり

ますので、実際に相談があった件数になります。ですので、例えば１度お電話いただいて、

もう１回お電話いただいた場合には、２件ではなくて１件という形で数字を処理しており

ます。 

 下の段につきましては、このうち最初の電話だけで終わったりしている場合、継続的に

対応はしてないのですけれども、その後、実際にお母さんに会ったり、そういった形で引

き続き対応していった方についての人数になります。こちらの１４７というのが、１４７

人の方に体系的に何回か対応させていただいたという、そういった資料になっております。 

○藤本委員 

 割合というのはないのですか。 

○半田児童相談所設置調整担当課長 

 割合というのはございません。 

○藤本委員 

 ちなみにこの児童虐待相談の対応をされていて不十分なところと感じられるところとか。

十分にこれは機能しているのか、そもそも全く機能していない、だからもっと改善の余地

があるのではないかという。それで切り込んでいかないと本当に問題は解決しないのかな

と。この虐待の問題は結構ニュースでも問題になっている。全国各地で問題になっている。

見過ごせない。見逃してはいけないのかなというところなのですけど。 

その職員が例えば単なるアルバイトではないですけど、新人の方が来て、状況がわから

ないのに、役所仕事的にとりあえず受けて、電話したから、とりあえず連絡したから、は

い OK。ここはもう対応済みみたいになってしまうと困ると思いまして。 

○神谷子育て支援課長 

 子ども家庭支援センターが児童虐待などを中心に対応しておりまして、東京都のほうな

どでも、専門研修みたいなのもしっかりと受けて、基本的には専門職の福祉職、あるいは

保健師等が対応しているというところです。対応していって、そのまま改善という場合も
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ありますし、また違った場面の中で再び通告ということもあります。我々としても一定程

度改善率というのが上がっている状況がありますが、ただ全てが改善で、そこで終わって

いるかということを問われると、そうではない部分がありますので、いい事例を検証して、

活かしていくという風に、あるケースについて、どこにうまくいったところかということ

を個々に事例を通じて学んでいくということが一番になってしまうのかなと思っています。

そういった中で我々としても、ここにたどり着く前の未然防止に力を入れていくというこ

とが一つ。それから発見が早いほど改善率が高くなる。これは如実に出ていますので、早

い段階でお声をお寄せいただいて、早い段階で対処できる。そういったところをしっかり

とやっていきたいと思っています。当然重篤になる場合がありますので、そういったとき

に適切な対応ができているとスムーズに行く。未然の段階、最初の処理の段階、そして重

篤になったときの段階。そこの３つの視点をそれぞれに強化していきながら対応していく

ことが必要なことかなと考えています。 

○藤本委員 

 もう１つだけいいですか。職員の状況といいますか、よく先生たちも学校もそうなので

すけれど、働き方改革。要はみんなに言えるのは、働き方は人間なので、負担のある状態

でやられてもきっと改善というのは回らないですよね。やはりこのプロの方がきちんと向

き合って変えよう、きちんとした１００％のパワーを出すためには、やはり働いている方々

の職員の環境が大事なのかなと思うのですけれども、その辺は。 

○神谷子育て支援課長 

 中野区の場合は、２０２１年度児童相談所の設置を目指しております。東京都等の児童

相談所がニーズの中で多くのケースを抱えて、丁寧な対応ができにくい状況に追い込まれ

ていることがあります。そうした中で、国のほうでも、児童福祉司ですとか、そういった

専門職を人口に対して何人以上は必ず置く対策といったことをだんだん打ち出し始めてい

ます。我々としてはそういった新しい基準に基づいたものを最初からセットアップできる

ように、今、準備を進めているところで、ケースワークがきちっとできるような体制がで

きるかなと考えております。ご心配いただいていることを本当にもっともなのですけれど

も、せっかく専門職を雇ってバーンアウトですとか、そういったことが起こるというので

は困りますので、我々も職員に安心して働いてもらえる環境を整えることも必要だと思い

ます。 

○藤本委員 
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 もし現状に課題があるならば、本当にこういう場を利用して改善していったら、この前

の子育てが楽しくなるというのに戻るところもあるのですけど、本当に困っている人。僕

は子育てを楽しくやってきたので、本当に困っている人のためになれたらいいなと思って

います。 

○和泉部会長 

 ありがとうございます。 

○相川委員 

 虐待という観点でいうと、予防という意味だと、乳幼児については、やはりお母さんと

かお父さんが自分の時間を持てるかどうかがとても大事だなと思っていて、夜、寝れなく

て、睡眠不足でどうしても泣き声が我慢できなくて叩いてしまうとか、そういったケース

があると思うので、一時保育を気軽に、もう眠い、もう今日は無理と思ったときに預けら

れるようにするですとか、あと双子さん、三つ子さんへのケアというのは、やはりより重

点的にできるような、周りも理解して、重点的に手を差し伸べられるような体制がとれる

といいのかなと思っています。 

あと体罰ですね。最近、報道でも体罰はよくないという話があって、でも、どうしても

日本はちょっとぐらい叩くのはいいよねと思って子育てしている方もまだまだ多くいらっ

しゃるという統計データもあって、でもそれはよくないのだよということを今後の１０年

間ではしっかり言っていけるといいのかなとすごく思っています。 

体罰ではないのですけど、最近、それこそ中野区みたいな東京の２３区の区なので、教

育虐待ということも結構発生し得る環境なのではないかなと思っていて、中学受験させる

のにすごく厳しくやってしまうとか、そういったことをそれこそ区が何とかできるわけで

はないのですけど、もし子どもがつらいと思っているなら、周りの大人がそうではない息

抜きできる場をちょっと用意してあげるとか、何かそういったことができたらいいなと思

っています。 

あと、中野区で児童相談所をつくるに当たって、一時保護所というのを一緒に恐らく併

設されると理解しております。それで一時保護所に入ってしまうと学校にも行けないとか、

そういう問題があると私は理解しておりまして、そこできちんと子どもの学ぶ権利とか、

楽しく過ごす権利というのをきちっと保障していくような一時保護所にぜひしていってい

ただきたいなと思っています。どうしても一時保護所というのは、非行で暴れる人を入れ

てといった歴史的背景もあって、非常に厳しく、子どもが窓もない部屋に入れられたり、
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寝る時間も管理されていたりと、自由が非常に制限されていると聞いているので、そうい

った点でも少し改善ができるといいかなと思っています。 

あと、ちょっと教育にも入るのですけど、先ほどほかの方もおっしゃっていたように、

子どもがきちっと自分の気持ちを言えるということが大事だなと思っているので、子ども

の権利という意味で、権利条約を参考にぜひビジョンとして今回の基本構想に反映できる

といいなと思っています。 

○和泉部会長 

 やはり児童相談所などを設置した自治体というのは、子どもの権利擁護というのが常々

議論があったり、あるいは都道府県が設置主体としてあったときに、児童福祉審議会にそ

ういった権利擁護のための部会を設けて、弁護士さんなどが入って、第三者的にしっかり

見る。そういうのがあるわけですけれども、中野区でも一応それは準備としては予定をさ

れているのでしょうか。 

○神谷子育て支援課長 

 そういった方向に今あります。児童相談所では場合によっては、子どもの権利を制限し

ていくかといったことが出てきます。それは子どもを守るためにやってはいるわけですけ

れども、そういったことを受けてきた子どもから意見を聴いたりすることは、子どもの権

利を守るうえで重要だと思っています。 

○和泉部会長 

 ということで、相川さんのご懸念というのはそういうところで報告があるということで

すね。 

○相川委員 

 例えばですけど、中学生ぐらいで保護されるとピアスとか外さなければいけない。だか

らもう一時保護所に行きたくなくて、親に殴られてもいいから家にいたいみたいな、そう

いうケースもあるというのを聞いたこともあるので、本当に難しいところだと思うのです

けど、どこまで自由にさせるかというのは本当難しい問題だなと思います。 

○和泉部会長 

 ありがとうございます。今村委員、いかがですか。 

○今村委員 

 区の児童相談所設置についても、子どもの権利条例についても、すばらしいなと思いま

して、子育て先進区としてぜひ区も創設に取り組んでいただくべきものだと思いました。 
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子どもの権利条例について気になることは、去年ちょっと話題になったブラック校則と

いう議論がありましたよね。例えば下着の色が指定されているであるとか等々あると。子

どもの権利という子ども中心とした考え方と、あと校則という学校のルールがしばしば対

立する。これをどうするかという大きな問題がありました。なので、区を挙げて子どもの

権利条例だという以上は、学校と子どもがフラットに、校則というのは何なのだろうとい

うことをきっちり是々非々で語り合うようなことがすごく重要になると思いますし、校則

だからこれは守るのだということだけではなく、子どもとの話し合いの中で自分たちが守

る版ルール、学ぶ版ルールを点検し直していく、対応し直していくというプロセスが必要

なのではないかなと思いました。以上です。 

○能登委員 

 校則というのは小学校ですか。 

○今村委員 

 小中高が中心ですね。多分中学校がよく議論のやり玉に上げられがちだったような印象

があります。 

○能登委員 

 うちの中学校というのは、校則について子どもたちは生徒会で意見箱というのがあって、

そこで学校へ正しい意見は言って、これはさすがに時代に合わないわねというやり方をし

ていますけどもね。 

○藤本委員 

 私の子どもも中学校に上がって、その友だちの男の子で髪の毛がちょっとおしゃれな感

じ。こんなふうにして、髪の毛を初日から切れと言って、切らざるを得なくなってしまっ

た。校則に書いてあるからという。 

○今村委員 

 結構校則で議論になるのは、もともと明文化されている金髪はとか、ピアスはというの

ではなくて、新しく出てくる流行への対応がグレーゾーンになると。最近よく出るのはツ

ーブロックですね。女子のこの辺刈り上げるのが結構流行っているじゃないですか。ツー

ブロックどうするというのは、学校との対応で先生方を悩まれているのをよく聞きます。 

○新庄委員 
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 校則は難しいですよね。身だしなみということで子どもたちに考えさせることも大切だ

と思います。生徒会は子どもたちの自主性を育てる場でもありますが、好き勝手なことを

していいかというと、そうではなく、やはり教師の適切な指導は必要だと思います。 

しかし、その時代時代によってやはり課題は変わってきますので、生徒の意見や要望等

を聞きながら実態に合わせて、校則も見直しや改善が必要になると思います。 

○藤本委員 

 必要だとは思いますけどね。その説明、理由があっていいのかな。教職員がこれはなぜ

だめなのかというところを「校則に書いてあるから」では絶対子どもも納得できなくて、

大人ですら納得できなくて、ではそれは一体何かというと、こういう考えだよというのは、

やはり教職員の方々、中野区の方々が答えられる環境は必要なのかなとは思います。 

○能登委員 

 そうですね。パーカーがだめということでね。部活動でパーカーはだめと。生徒から訴

えられたのです。僕に訴えてもだめだと。学校に言いなさいと。そういうことで議論した。

それで、やったと。でも、やはり伝わらず、だめだと。卒業してからパーカーずっと着て

いればいいと思うけれど、でも、今、着たいというだけのことなのですよ。理由は雨が降

ったときにすぐかぶれるから。ただそれだけなのですよ。でも、彼らにとってはそこが一

番大事な時期なのですね。そこで、我慢できるか、我慢せずにやってしまうか。これが今

度社会に出たときに、どっちに行くかはっきり言ってわかりません。答えなんて誰も持っ

ていませんから。だからある程度縛りというのは当然あっていいのだと思うのですね。で

も、それが、時代に合っているのか、合っていないのかということは、子どもと学校とあ

るいは保護者を交えて、やはり三者で話し合うべきだということで、場所づくりですね。

それこそ校則にそういうのを書いておけばいいのですよ。校則に「協議できる」というこ

とを。これは多分だから中野区のほうで、教育委員会のほうで書くとかね。そうするとこ

の権利条例をつくる以前に、子どもたちはこういうことを言える権利があるのですよとし

ておけば、そんな難しい話ではないのではないかと。 

○新庄委員 

 児童の命を守る、権利を守るということについてですが、子どもが意見を言える場があ

るということが大切だと思います。条例をつくるのであれば、子どもが意見表明ができる

場ということも考えていく必要があると思います。 
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子どもたちが主体性を持って、主体的にという話がありましたが、やはり大学生でも自

分の考えを自分の言葉で言える学生に育ってほしいという思いがあります。他の人に流さ

れるのではなくて、意見もしっかり持って、自分の考えを構築してみんなの前で発表でき

る、そういうことも保障してあげるということが必要なのではと感じています。以上です。 

○和泉部会長 

 ありがとうございます。 

○城山委員 

 時代によっていろいろな変化が生じてくるという話が今あったと思うのですけど、例え

ばＬＧＢＴの子どもさんとか、あと外国人の子どもさんが増えていますし。すごく個性あ

る教育をやるべきだと思うのですね。日本というのは集団主義がやはり全然抜けないです

よね。どうして個々が違っていいということが認められないのかなと思うことが本当によ

くあるのですけれども、やはりそれをどうやって変えていくかという。 

身だしなみ１つとっても、この間ソーシャルメディアで話題になっていた、入学式でみ

んな黒、黒、黒を着ているという、ほかの国ではこんなのあり得ないと。やはり自己表現

というのがすごく抑えられた中で育ってくる子どもたちがどうなのだろう。特に、私、東

大で勤めているのですけれど、東大の祝辞でしたか、上野先生がおっしゃって、結構それ

も話題になったのですけど、自分も、すごいエリート、最初の入試のトップエリートの２

０％を育てるプログラムを今担当しているのですよ。集中的に中国語と英語を教えるとい

う。もう入試１位で入ってきた子とかがいるというような子たちなのですけど、そういう

子たちと接していると、恵まれた家庭の子が多くて、弱者に対する思いやりというか、そ

ういうものが育っていかない。そういう東大の学生が卒業して不祥事を起こしたりするわ

けで、やはり東大の教員もこれではいけないというのがあって、上野先生に祝辞をという

のもあったらしいのですけれども、その子どもたちに、自分の意見を表明するときにやは

り他者とか少数者とかの配慮というのをどうしていったらいいのか。やはりいろいろなこ

とを言い合って、それを調整するということを学校とか子ども会議とかいろいろなところ

で学ぶという工夫をファシリテートしていかなければいけない。そういうのを促進してい

く工夫というのが必要で、私も自分自身の息子が、例えば小学校３年生の本当にわいわい

がやがやちょっとした小競り合いぐらいしかないのですけども、その中で例えば斜視の子

どもに「おまえ、気持ち悪いのだよ」と、女の子がそういう言葉を言うと。それで言われ

たお母さんがすごく怒ってしまって、言った親御さんもどう子どもに対処していいかわか
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らない。親同士がすごく悩む。あと担任の先生も、それは去年の話なのですけど、ことし

は男の若い先生で、ちょっとしたことですぐ電話してくださるのですよ。私はクラスの学

年代表となっているので、学校の様子がわかってうれしいのですけど、先生もすごく緊張

しているというか、親に何か言われたら、すごく問題があっていいと思うのですよね。そ

の問題をすごく調整するというのが教育なので、いろいろな意見を言い合って、先生も悩

んでいるし、親も悩んでいるし、別にいい悪いと白黒はっきりしなくても、もうちょっと

気軽に言えればいいのになというので、すごくそれをどう工夫したらいいのだろうと思っ

ていて。 

こんな具体的なことを言う場ではないかもしれないのですけど、例えば中野だとお笑い

かとかの人もいっぱいいるから、漫才を利用していろいろなそういう違う子どもをどう理

解するかというのをわからせたりとか、何か楽しみながらやるとかという、そういうのを

ちょっと私やりたいなと自分では思ったりしているのですね。 

あと実態調査をされるときに、学校からアンケートが届くじゃないですか。問題を書い

たら何かすごい先生たちはすごいびくびくしながらやっている感じがして、報告されると

きもこんな問題もあったのですけどみたいな感じでおっしゃっていて、そのアンケートの

設問の仕方が、設問書いて横に「うちの学校ではこういうことをやっています」とアピー

ルポイントが記述されているのですね。何か誘導されている感じで、問題を書いてはいけ

ないのかなみたいな。だから問題を書いてもいいという、それを出すためのアンケートな

のだとやらないと、いい点をとらないと悪いのだみたいな、そういう誘導するようなアン

ケートなのですよ。だからそれだったら全然意味がないというか、問題を把握するための

アンケートにしなければいけないのに、どう答えていいのかなという感じだったりしたの

で、ちょっと細かい話なのですけど、そういうのも私自身感じました。 

○和泉部会長 

 ありがとうございます。 

いろいろな子どもたちの多様性を認めていくというのは、やはりこの基本構想の中でも

テーマではあると思いますし、それを子どもたち同士も理解し合うという場をどう確保し

ていくのか。もちろん学校での役割もあるでしょうし、地域の中でもそういった子たちが

いると考えるべきなのかもしれない。その問題提起というのは重要かなと思います。 

ほかにいかがでしょうか。 

○能登委員 
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 その虐待のところで、アンケートで子どもの育て方、しつけに悩んでらっしゃるという

パーセンテージが高いのですけれど、この質問事項というは、そのままなのですか。それ

ともそこはもうちょっと掘り下げて、項目に分けて、例えばしつけでなかなかこれとこれ

ができないとか、何度言ってもわからないとかというアンケートをとっているのか、ちょ

っと教えてもらえますか。 

○神谷子育て支援課長 

 それは言葉どおりです。 

○能登委員 

 これだとこういうパーセンテージになるでしょうから。やるのであれば、ここはしっか

りどこなのかということを聞かないと、対策のしようがないですよね。 

何が言いたいかというと、これ安藤先生にもお聞きしたいのですけれど、障害があるお

子さんと、あと軽度の障害がある可能性があるグレーゾーンと言われている子どもが６％

いると。特別支援を必要とする子どものことを知らない親御さんが多いと。生まれたとき

には泣いているだけでしゃべれないからわからないけれど、自分の子はやはり発育が遅い

のではないかなと。それを相談に行っても、男の子だからとか、個人差あるわよと言われ

ると。でも、やはりおかしいと思って病院に行ったらば、やはり障害があったということ

で、その親御さんは、すぐ特別支援学校に移して、病院にも行って、いろいろなカウンセ

リングを受けて、治療も受けて、自立までは行ってないのですけれども、特別支援学校の

ほうで卒業されて、今、社会人としてやっているのですけれど、その方といろいろな話を

しているときに、やはりこれだけ言っても何でうちの子はわからないのだろうということ

を親がわかっていないので、そのまま保育園なり幼稚園なりに行って、ある程度は改善は

してくるらしいのですけれど、結局小学校にそのまま入って、その子がわからず、そのま

ま育ってしまう。適当なというか、言葉は悪いかもしれませんけど、適度なその子に対す

る支援があればその子は伸びるのですよね。でも、そこを親も知らないから、先生も知ら

ない。それで結局怒ってしまう。怒ってしまうと逆効果というのがあると思うのですよ。

そこで安藤先生にお聞きしたいのが、見て、感じる、すぐわかると専門家の人は言うので

すけれど、やはり保育園、幼稚園にいらっしゃって、例えば親御さんが気づいていないな

という場合に、伝えたりするものなのですか。一度受診したほうがいいとか。 

○安藤委員 
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 伝えはしないですね、それは。やはり対応とすれば、子どもを通して、いろいろと相談

ごとは受けますけれども、こっちからこうやってこの子はこうですよというのはないです

ね。 

○染谷委員 

 うちの保育園の場合は、「療育センターゆめなりあ」というところに入ってもらってい

ます。あと「療育センターアポロ園」もありますよね。今、大変そういうお子さんが多く

なったので、「ゆめなりあ」が増えたわけなのですけど。やはり「うん？」と思う保育士

の勘というか、大概当たるのですよね。わかりにくいです、本当に。特に１、２歳はわか

りにくいですね。やはり集団行動がとれるような３歳以上になってくると、やはり顕著に

なってくる。大体３歳、４歳を過ぎると、もっともっとわかりやすくなってくるのですね。

そういったところで、「ゆめなりあ」のカウンセラーの方、心理士さんに来ていただいて、

それで見ていただきます。保護者の方に伝えるべきか、伝えるべきではないかということ

は、その辺は多分気がついている場合にはもちろん「では、一緒になって見ていきましょ

う」、「では、こういうふうにしましょう」、「おうちではこうしてください」と言って、

その見通しが持てるようにというところで子どもも大人もやっています。なかなか親が認

めたくない場合ももちろんある。ただ、もともとからだと思うのですけど、うちの父親の

ほうもそういう性格だったということで、きっと似てしまったのですよねと、そういった

ケースで専門的な立場からいろいろとアドバイスをしていくと、「そうなのかしら」と気

づくことが多いので、小学校へ行く前までにはしっかりと小学校に連携して申し送りがで

きる形をとるようにしています。申し送りをなるべくしっかりと、保護者の方の了解を得

て、了解ケースにして持っていこうというのが、区のやり方として今までありました。 

○能登委員 

 そこもやはり手厚くしてあげないと、その子が社会に出たときに、一番困るのだと思う

のですね。結局働けず、会社を辞めてしまいという人生を歩んでしまう可能性があるので、

そこの水際的な話ではないですけれど対策を講じるべきではないかなと。今、特別支援教

室を設置しますから大丈夫ですではなくて、もっとその前の段階でサポートしてあげるこ

とは非常に重要なのではないかなと。 

○染谷委員 
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 ここ１、２年ですごく療育センターに気軽にと言ったらおかしいですけれども、あまり

意識し過ぎないで、相談に行くケースがふえました。それはすごくいい傾向だと思ってい

ます。 

○能登委員 

 子どもたちは子どもたちで理解し合って、ちゃんとやっているのですよ。それを見た親

たちが「なに、あの子は座っていられないわね」とか、やはりそういうので輪が崩れてい

ったりするのですよね。学校のコミュニティは。 

○染谷委員 

 やはり個人情報的なところがあるので、この子はこういう子なのですよなんてことは到

底言えない。 

○能登委員 

 でも、私の娘のときの親御さんは、ちゃんと伝えてくれて、「なるほど。では、こう対

応すればいいのね」というのがすぐわかるので。実はそれは娘から教えてもらったのです

ね。「こういうふうにして、お父さん」「あ、なるほど」と。子どもたちは子どもたちで

しっかりとやっているのだなと。逆に親があまり口を挟んではいけないものというのはい

っぱいあるのだなと。だから我々親も、子どもができたから親と呼ばれるだけで、やはり

さっきの教師の話もそうですけど、先生になったから先生ではなくて、やはりみんなで育

てていく、育っていくという環境が大事なのかなと思います。 

○和泉部会長 

 ありがとうございます。やはり特別支援が必要な子どもたち、またその育ち、その先の

将来も含めて、どうこの中野で育っていってもらうかというのはとても大事なことですし、

また中野区の体制としても、保育園、幼稚園の養育の段階から１８歳、高校を卒業するま

でのトータルな見守りというのはずっとやってくださってはいるので、体制はあるのです

ね。ただ、親御さんのやはり意識というところで、そこにしっかり乗ってくるかどうかが

すごく大事で、特に普通高校に進んでしまった場合に、特に診断も受けずに、手帳も持た

ずにという形だと、後々社会に出るときにハンディがあったりという部分がどうしてもあ

って、そこは早く、そこはうまく、この子とともに将来どう生きていくのかというところ

を一番いい方法を、いろいろな意見を聞きながらそれは選択してほしいなと思うので、そ

こにうまく親御さんの意識を、いい選択ができるような、選択していけるような、そうい
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う体制づくりというのは、今後やはりもっと進めていかなければいけない部分なのかなと

思ったりします。 

 では、３つ目のテーマに入らせていただきたいと思います。「地域の子育て力」という

テーマになっております。資料では、18から 24という長めのところなのですけれども、

こういった資料が提供されております。これらも参考にしながらご意見をいただければと

思っています。 

○相川委員 

 先ほど、こちらコストの面ということをおっしゃっていて、あと里親も、今、中野区は

民間の方と手を取り合って、児童相談所をつくるときに一時保護だけではなく、里親とい

う家庭に近い環境で子どもが育てられるようにどんどん進めていこうと取り組まれている

と思うので、ぜひそれは進めていけるといいなと思っています。 

コストの面で言うと、地域で子育てをしていて、地域の町会や、ＮＰＯ法人などがイベ

ント企画などやってくださっていて、大変ありがたいと感じています。中野区の場合、ど

うもその企画がちょっと見劣りするなと感じる部分があるのですが、その理由は何なのだ

ろうと思うと、例えばその育成団体への助成金などの金額もちょっと他地域より少なめだ

ったということを正直感じていたりしていて、しっかりそこにも予算を確保していけると

いいのかな、と思います。 

あと、基本構想とは外れると感じる方もいらっしゃるかもしれず、細かいところになっ

てしまうのですけど、今のお母さんたちにとっては、スマホを使いこなし、デザインや、

きれい、雰囲気というのが非常に大事な要素になっている側面があります。児童館から配

られる１色刷りのチラシだと、あまり魅力的に感じず、行かないケースもあるのではない

かと思っています。見せ方や雰囲気を少し変えるだけで印象が変わり、必要な人に届きや

すくなることもあるのかなと思っています。 

 また、さきほどの権利の話に戻るのですが、子どもの権利という意味で、予防接種を受

けさせない親御さんがいたといったときに、今、中野区はどうされているのかな、という

のが気になっています。子どもを産んで実感したのですが、子育て中、今、ネットなどで

本当に様々な情報が入ってきて、皮膚が荒れてもこの薬を塗ってはいけない、といった情

報が広がっていたりします。そういった極端な環境も子どもにとっての権利が迫害されて

いると言える気もしていて、何かそういうところもきちんと基本構想に盛り込んでいけな

いかなと、思っております。 
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○今村委員 

 １番の「子育てが楽しくなる地域環境」ということとちょっとセットみたいなテーマだ

なと思っておりました。 

 格差は放課後から広がっていくという言い方があって、私はすごくそうだなと思ってい

ます。昼間は保育園、幼稚園、学校で同じ学びをして、学び方の差はあれど、先生方が見

てくださると。ただ、放課後になった途端に、共働きの家なのか、片親なのか、外国籍な

のかどうなのか、家庭の事情がもろに跳ね返ってくるわけですよね。加えて放課後に学童

に預かってもらえているのか、そうではないのか。そもそも学童に預ける必要さえなくて、

とても何かすばらしい高級な塾のようなものに通えるのか。恐らく放課後の過ごし方で差

が出てくるのだと思っています。 

 この基本構想というものはそもそも何のためのものなのかというと、区の仕事のための

ビジョンであると書かれていて、区の税金が何に使われるべきかという指針だと思うので

すけれども、格差が広がっていく放課後という時間帯をいかに誰もが、全ての子どもが等

しくいい時間を過ごせるようにするために何をするべきなのかというお題設定なのだろう

なと思いながらこのアジェンダを読んでおりました。 

 私も、逆にＰＴＡの意見を聞いてみたいのですけれども、放課後子ども教室なんかで、

うまく子どもが参加できるかどうかは、結局ＰＴＡの力がすごく重要なのだなと思ってい

るのですけれども。 

○能登委員 

 それは小学校のほうの。 

○今村委員 

 そうですね。 

○能登委員 

 うちの小学校はどちらかというと、裕福な子が多い気がしないでもなくて。うちの息子

なんかは児童館に毎日行ってましたね。だから別に僕はそんなにかかわったという気がな

くて、その放課後子どもの居場所ということでいうと、平和の森公園も近かったですし、

だから子どもたちは、僕の時代ですけども、結構みんな遊んでいたような気がしますよ。

こういう受け入れがあるから、そこを使おうという子は少なかったような気がします。こ

れはケース・バイ・ケースで、場所によりけりで、一概には僕からは何とも言えないです
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ね。だから自分の家のことしかそこはわからないし、ほかの保護者からそこの相談を受け

たことはあまりないですね。ＰＴＡが主導して何かするという話ではないので。 

あったらいいよねというのは、やはり児童館という声が大きかったです。さっきもおっ

しゃっていましたけど、やはり異年齢が集まっていて、お兄ちゃんからいろいろな遊びを

教えてもらってとか、そこで縦の関係ができて、それが今度小学校か中学校に上がって、

「おー、おー」というようなところもあったりするので、だから、これが最高だからここ

に行きなさいよとかはないです。私の個人的な家庭の話でいくと、それはない。ちょっと

お答えに多分なってないと思うのです。 

○今村委員 

 その最初におっしゃった、行ける公園が禁止、禁止だと難しいみたいな話でどうですか。 

○能登委員 

 要は日中だったりすると、息子はよく行っていたのですけど、結局放課後遊びに行って

もお年寄りの方が占領されている。占領しているのですよ。だから居場所がないのですよ

ね。「何で帰ってきたのか」と聞くと、「だって、遊ぶとこがないのだもの」と。でも、

子どもたちからそれは区役所に電話できないですよね。できませんよね。でも、そこで例

えば先に子どもたちが遊んでいて、サッカーボールを蹴っていて、ちゃんと狙ったとこに

蹴れるのだったらすぐプロのスポーツ選手になれますけれど、そういうのができないから

みんな練習するためにやっている訳ですから。そうすると今度お年寄りの人が「危ない」

と言って、今度は区に電話をよこして、それをやめさせましょうと。そっちの意見はすぐ

通るわけですよ。だからそれはやはりおかしいなと思いますよ。 

だからさっきもやはり公園の話をしましたけど、居場所をちゃんと提供してあげて、何

か特別なものを置くのではなくても、子どもたちは子どもたちのルールを決めて、子ども

たちが選んで、そこはあまり親だったり行政がかかわるべきではないと僕は思うのですね。

勝手に遊んでますから。勝手に。時間になったら帰ってこいというぐらいのものでいいと

僕は思うのですよ。でも、不安でしょうがないという親御さんもいるし、知らない人に声

かけられたらついていってはだめとか、だけど地域で見守りましょうとか。何なのですか、

この矛盾はと。 

１回あったでしょう。茨城かどこかで、ＰＴＡ会長ではないですけど、小学生を殺めて

しまった。立場上信頼されているわけですから防ぎようがないですからね。答えは絶対出

てこない。方向性はある程度はあると思うのですけど、絶対ではないということだけはや
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はり頭の中に入れておかなければいけないかなと思っています。これは非常に難しいです。

特にちっちゃいお子さんだともっと不安でしょうからね。大体小学校１年生だと友だち同

士になって、入学式の翌日待ち合わせしますけど、待ち合わせできていませんから。でも、

それもある程度放っておくと、来ないと家に帰るのですよ。それで「どうした」と聞いた

ら、「来なかった」と。だけど翌日学校に行って「どこにいたの？」と言ったら、「僕は

ここにいた」と。「じゃあ、今日はちゃんとここにしよう」と。慣れてきますから、ある

程度遠くから見守るというのは必要になってくるので、あまりにも過保護過ぎるのは、「？」

というのを感じますね。少し子どもに任せておけばいいという部分があります。 

○和泉部会長 

 なかなかすばらしいご示唆が。子ども同士に解決させること、ぐっと我慢する必要な部

分があるということですよね。 

○能登委員 

 大人が我慢することですね。 

○城山委員 

 私は３つ、このテーマであれですね。今、能登さんもおっしゃっていましたけど、高齢

化が進むと子育て世代とか子どもの声がなかなか反映されにくいと。なので、資料にいた

だいているハイティーン会議ですか。ハイティーン会議が設置されるのですね、中野区で。

そういうのをもっと充実させるのが大事かなと。 

ティーンということは、中高生ですよね。東京都の場合、すごくあれなのは私立とか行

ってしまうではないですか。だから地元にいない子もいるし、でも地元の問題にも意識を

向けてもらう。公立の中学校の人も高校の人もいると思うし、もうちょっとその辺工夫が

必要だし、あと小学校というのはやはり地域に根差しているので、小さいからわがままば

かり言って、意見言ってきてもよくわからないやというのではなく、小学校でも例えば親

子会議とかにすればいいと思うのですよ。親も子どもと一緒に子育て世代のいろいろな問

題、「中野区でこういうことが実現したらいいな」とか、「学校なんかでこういう校則や

だよね」とか、そういうのを小学校でやってもいいのではないかなと。子育て世代の声と

いうのがもっと反映されるべきだと思うので、ハイティーン会議をもっと延長させる形で

親子会議というのもちょっとどうかなと。それはＰＴＡの問題も解決すると思うのですよ。 

ＰＴＡを嫌々やらされているような感じですが、ポイント制とか、そんなことではなく、

働く世代やお父さんが気軽にもっと参加できるような仕組みにする。今は、女の人ばかり
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なのですよ。やはり男の人で働いている人がお子さんのＰＴＡすごくやってらっしゃいま

すけど、本当に男の人の声が反映されないというか、社会経験をいろいろして、やはり子

どもが出ていくときに男の人の感覚というのも教育の中に入っていくべきだし、男の人も

もっと手伝わなければいけないですよね、子育てに。なのでＰＴＡというのをどうしたら

いいのかなと、私はよく考えますね。 

もう１つ、私、中国の研究をやって、中国語も教えているので。多分中野区も中国の人

が多いですね。外国人もそれなりにふえてきていると思いますし、それから大学生とかと

どうかかわるかという。こういう地域を活性化するために重要なアクターというか、そう

いう人たちとどうコンタクトしていくか。いろいろな多分キーパーソンみたいな人もいる

し、団体とかもあると思うのですね。そういうのをまずは把握していく。どういう団体、

どういう人たちと連携を結んでいけばよりダイバーシティのある意見が反映された形で地

域を活性化できるかというものをやっていけると思うのですね。そういう中で外国人と大

学生というのは結構鍵になる。若い世代で新しいいろいろな価値観というのを出してくる

人たちではないかなと思います。 

 その流れで３つ目なのですけども、中野区は、このいただいた資料にも書いてあったの

ですけども、入れ替わりが激しい地区ではないですか。入ってくる人もいて、出ていく人

も多い。私も大阪生まれ、大阪育ちで、その後外国にいて、その後就職して、中野に来て

まだ１５年ぐらいなのですけども、ずっと住むかどうか悩んでいたというか、もうちょっ

といろいろなところを経験しようかなとか思って、ずっと住むつもりがなかったのですけ

れど、でも最近子どもとかいろいろな地域とのつながりができて、ようやく腰を据えたい

なと思い始めた。 

 あともう１つは、そういう地域の人たちといろいろなものを共有していく。地域の記憶

というのですか。今、起っていることも記憶だし、過去のことも記憶だと思うのですけれ

ども、地域の共有の財産みたいなものを持っていく仕掛けみたいなものが大事だと思うの

ですね。中野に住んでいる、今、ナカノさんでしたか、ああいうのとか、いろいろ仕掛け

はやられていらっしゃると思うのですけども、子どもたちにもアイデンティティというか、

中野で生まれ育った人として何か共有できるものというのをやはり高齢者からお話を聞い

たりとかですね。そういうのも大事だと思いますし、それを何とかやっていくと定着して

いくのではないか。あと貢献する人もふえていくのではないかなと思います。 

○和泉部会長 
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 ありがとうございます。 

男親の参加の話というのは、ワーク・ライフ・バランス的な話と絡んでしまって、個人

の意思とは違う、なかなかままならない部分というのが多分あるのだろうなと思ったり。

私自身も自分の娘のＰＴＡやったりというのは経験があって、でもＰＴＡの広報紙をつく

ったのですよ。周り全員お母さんたちになってしまって。という中でなかなか。私自身娘

たち３人、いろいろ女性に囲まれて生きているので、あまりそこは苦にしないのですけど

も、ちょっと男親が参加少ないなというのは、いろいろ今後支障ありそうだなというのは

感じているので、何らかの何か仕掛けで男親が参加できるような。いわゆるＰＴＡの中で

もおやじの会みたいな、男は何か分離するような動きというのがあって。でもそうではな

くて、みんな一緒にやったらいいんじゃないかななんていうのを思うのですけどね。 

○能登委員 

 いろいろな意見があると思うのですね。でもおやじの会では、そこだけは干渉されたく

ないというところがあるのですよね。たまにはという。 

○相川委員 

 最近ネットで見かけた事例なのですが、幼稚園の保護者会にお父さんが参加しようとし

たら、これはお母さんたちの親睦の会なので参加できないと断わられたということもある

そうです。そういった事例を聞いて、やはり母親側も父親をコミュニティに受け入れるこ

とを意識していかないといけないと感じました。ＰＴＡなどもお母さんたちだけで独占し

ない。 

○安藤委員 

 最近はおやじの会みたいな会が結構ふえてきたのですよ。お父さんたちだけが集まって。

ＰＴＡのほうもやっているところもあるのではないかな。おやじの会というのが。大概女

性の場が多いので。 

○能登委員 

 おやじの会は縛りがないのですよ。参加できる人だけでやれることをやりましょうとい

う。きょうはこれ手伝いましょうよとかね。そういう感じなのですよね。だから男にしか

教えられないものというか、「お父ちゃんはこういうことできるのだぞ」みたいなところ

ですよね。家では奥さんに怒られている姿を見せているでしょうから。 

○安藤委員 
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 幼稚園なんか運動会だと騎馬戦かなんかやらせて、お父さんがほとんど出てきて、馬に

なって、帽子の取りっこさせるのだけど。だから下手するとアキレス腱を切ってしまう人

がいるのですよ。馬からこけてしまう。 

○相川委員 

 今のおやじの会とは別の話なのですけど、地域の子育て力をどうしたら強くできるのか

なということを考えたときに、隣の杉並とか新宿では、育児フェス、子育て支援フェスみ

たいなものを区が主導になってやっているところがあるのですね。そこはもちろんお母さ

んたちにこういう支援団体の人がいますよ、こういうのがありますよということを広報す

る場とも聞いているのですけども、子育て支援している民間の団体の人が年に１度は集ま

って意見交換したりして、顔見知りになり「最近、どう」みたいなことを言い合える場と

しても機能していると伺っています。 

なので、それぞれいろいろな立場で考えられると思うのですけど、私もＰＴＡの係で、

小Ｐ連加盟の区内の小学校の同じ役割の人が全員集まる校外委員会に参加したことがあり

ます。そこで各委員の、最近こういう交通安全教室でこういうことありましたみたいな話

を聞くだけでも、「あ、いろいろなやり方があるのだな」と、親自身も気づけることもあ

りました。ネットワークですね、ネットワーキングを区が支援することで、ある程度自立

的によりよい地域の子育て力というのが生まれていく可能性があるのではないかなと私は

思っています。 

 中野でも、育フェスという民間の方々が「なかのＺＥＲＯ」で毎年開催しているイベン

トがあり、私も縁あって第１回から参加しています。その場で区内全域の子育て応援マッ

プというのを自分たちお母さん同士の口コミで集めて、印刷して配布するということをや

ったのですけど、やはり場があることでそういう意識がある人たちが集まって、自分たち

でできることをやろうとなる可能性もあると思うのですね。そういう人がつながれる場を、

支援するというお母さんたちが、幼稚園・保育園・小学校に子どもが通う前に、自分たち

で何かやろうとなると、子どもたちの一時保育が必要となります。隣の練馬区では「ねり

こそマップ」という子育て情報サイトをつくる際に、お母さんたちが主体的に取材に行っ

たり編集したりするときに一時保育をするところに予算をつけてあげて、お母さんたちが

安心して子どもを傍らで保育してもらいながら活動をして、そういうネットワークを強く

していったという話を聞いています。なので、そういったこともバックアップできるよう

なそういうビジョンを何かいいフレーズで言えるといいなと思っております。 
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あと、結構年配の方に言ってびっくりされたのですけど、今、小学校はいつでも入れな

いですよね。土日も、校庭開放という期間しか入れない。学校公開も月１回あって、地域

の方は入れるのですけど、昔は小学校は開けっ放しで、土日でも夜でも遊びに行くことが

できた時代があった。今、それが難しいというのはわかるのですけど、公園は自由にでき

ないかもしれないけど、校庭はある程度管理運営がしやすいと思います。そこで民間の人

が何かイベントをやるとか、企画をしやすくするということもできると、結構地域の子育

て力が上がるのではないかなと感じています。もったいないですよね。児童館でイベント

やったりはしますけど、児童館よりとても広い土地が小学校の校庭にあるので、そこを生

かすというか、有効活用をしていくということは１つできないかなと感じています。 

○和泉部会長 

 今、ある資源をどう有効活用するかという視点ですよね。 

○安藤委員 

 ああいうところは、うちなんかもそうなのだけど、先ほどもちょっと話したけど、お寺

の境内で子どもたちが遊ぶというのは、ほとんど見受けられないのですよね。それからあ

と防犯上の問題で、どうもそこら辺が一番ひっかかるのですよ。我々仕事をやっていて、

幼稚園で突然乱入者が入って困るという問題が一番気がかりで。昔は年寄りにやさしくと

か、声かけましょうとかいうのが、声かけられたら逃げましょうというのではね。そうい

うことになっているのですからね。やはり、校庭開放とか、そういう面でも、管理者は誰

だと。ちゃんとした管理者がいて、それで初めてできることだから幼稚園も最初は午後２

時でおしまいだったけど、今、預かり保育をやるようになって、夏休みも保育というか教

育をやるようになって、それで父兄からすると、放課後という概念かもしれないけども、

終わってから幼稚園に午後５時くらいまで預かってもらえると、要するに一応管理人とい

うか、監視はできる。だからそういう意味で安心すると。公園で勝手に遊ばせると、どう

しても勝手になってしまう。要するに、今、狼藉者が多いものだから、一番心配なわけね。

それが要するに幼稚園や学校だと、囲いがあって、一応管理者がいることが一番親として

は安心だという話はよく聞きます。 

○今村委員 

 私も賛成で、子どもの安全管理、でも、一方で主体性のためにはある程度信頼して手放

したほうがいいという。このバランスが難しいときに、おっしゃった学校という場所を使

うというのはすごくいいことと思います。序盤でキッズ・プラザの議論が出ましたけど、
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遊び場開放とかは中野区では全校でやられているのですものね。だからあのあたりがうま

くセットになりながら、安全でかつ自由な場所を学校中心にやっていくとすごく今の時代

に合った現実的なところに落とし込みできるのではないかと。その中心に子どもの権利と

いうものがあるというのは、すごく良いまちづくり、教育シティになるような気がいたし

ました。 

○能登委員 

 １つ、よろしいですか。その校庭開放に管理者がいた。それは恐らく区が委託をして、

会社から派遣されている人だと思うのですけど、仮に校庭開放の日に、土曜、日曜日の日

に何か問題が起こり、例えばその児童が怪我をした、あるいは例えば殺されたという場合

に、その管理者の責任という問題というのは誰が負うのですか、これは。何かあった場合

の話。それはもう自己責任で自分たちが校庭開放しているから遊びに行った子が何かのト

ラブルに巻き込まれという場合ですよ。 

○安藤委員 

 今は時効にしていいと思うのだけど、うちの孫が、学校の校庭で放課後遊んでいて、そ

うしたら悪さばかりしていて、学校から追い出されてしまったのです。それでおじいちゃ

んのところに行くのだと言って、小学校２年のときなので、それで電車に乗って、うちに

は来ないのですよ。もう夜中の２時ころ見つかったのですけど、電車に乗って遠くまで行

ってしまって、遠くで見つかって、そうしたら今度要するにそのときに謝りに来たのは地

元の市長さんが娘の住んでいるところまで来てしまって、謝って、事なきを得ましたけれ

どね。だからそういうふうにやはり長、ここでいうと区長さんまで巻き込んでしまうよう

な事件になってしまうわけですよ。管理責任となるとね。やはり教育長ですとかね、ここ

におられる委員の先生方もそうなのだろうけれども、要するにそれを指導している区長ま

で責任が及ぶということは、これはもう否めない事実だろうと思うのですよ。 

○能登委員 

 その辺をしっかり捉えていかないといけないのではないかなと思うのですね。基本的に

僕は、授業が終わって下校したら放課後なので学校は関係ないという人間なのですね。学

校敷地外であれば。でも、今は親が、学校のそばだったとか、そういうことで学校の責任

を問い詰める人も中にはいる。これは事実です。それを普通に親がちゃんと放課後の過ご

し方を教えてというところですね。だから、全て行政、例えばこういう公共が用意しなけ

ればならないものなのかという部分はやはり考えなければいけないなと思いますね。全て
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用意しなければいけないというのは、ちょっと僕はあり得ないと思いますね。やはり最後

にそこで責任は誰がとるのですかというところが出てきますから。 

○相川委員 

 そういった意味ですと、今、中野区では校外の児童館・学童ではなく、校内のキッズ・

プラザを推進する形になっているので、放課後も学校内にいるという子どもがますます増

えていくと思います。なので、今話題に上がった責任の問題は本当にしっかり考えておか

ないと、今後すごく大変なことになると思います。 

○安藤委員 

 うちなんかお寺の境内も全部保険をかけたのですよ。転んでも怪我してもいいように。

もちろん境内で怪我した場合ね。お墓参りや何かとか、そういう不特定多数の人ね。近所

の子どもが遊んで、転んで怪我したとか。それの第１番がうちの娘なので、参っちゃった

よ。階段で転んで後頭部を打ってね。 

 だからそういう保険というのを民間でも使うようになったというか、お寺の境内でも保

険をかけるような時代になったわけです。考えられないでしょう。そんなのかかっている

とは思わないですよね、保険なんていうのは。だから、またそれだけ遊びに来ていたわけ

ですよ。今のところ、年寄りがお墓へ行って転んで怪我をした用の保険だけど、昔は子ど

もが遊んで。もう本当によく遊ぶもの。墓石は壊されるし、花たては壊されるし、しょっ

ちゅうですよ。今はおとなしいものだよね。だからよく僕なんかも怒られるのだけど、境

内で遊んで住職はちっとも怒らないねと言ったからね。怒らないって、怒る必要がないと

いうのだ、遊びに来てくれるだけありがたいじゃないかと。だから子どもがちょろちょろ

動いているの大好きなのだよね。だからそういうふうに遊べるのが、要するに公園なんか

も確かにおっしゃるとおり年寄りの場じゃないのですよ。それで今度中学生がコンビニの

前にたむろして、怒られて、本当に行き場がないよね。僕らどこへ集まったらいいのと。

家の中でごろごろされても困るしね。 

○和泉部会長 

 そういったところで管理責任を問われてきたら。 

○新庄委員 

 学校の危機管理体制を考えるときに、子どもの事故や事件とか、そういうことに対する

管理は、すごく大事になってきます。基本的に登下校中や、学校にいる間は学校の管理責

任があります。放課後子ども教室などに参加している場合等の管理責任についてはきちん
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と明確にしておくというのは大事だと思います。学校とはいつも連携をとっていく必要が

あると思います。事故や事件以外にもアレルギーの問題があります。アナフィラキシーシ

ョックを起こす危険性がある場合など、子どもに関わる大人たちが常に連携をとり、情報

共有をしていくことが危機管理につながると思います。 

 もう１ついいですか。先ほど区有施設の利用ということをおっしゃっていましたけれど

も、今日の資料の中に中野区の施設白書というのがあって、ここに学校がたくさん出てい

ます。校庭開放、体育館開放、プール開放等をされていると思うのですが、改めて基本構

想を考えるときに、危機管理体制、責任の問題等を踏まえこのような白書を参考に区有施

設の利用について話し合っていってはどうかと思います。 

○和泉部会長 

 ありがとうございます。 

これは、私もこのテーマにちょっと絡めたほうがいいかなという部分で２つ挙げておく

と、やはり外国籍の子たちというのがこれからも増えていく見込みというのがあります。

先ほどスウェーデンのことを城山さんあるいは今村さんも触れておられましたけども、私

自身、最近そういうのには行ってなくて、10年ぐらい前、多分一番よかった時代かもしれ

ない。2015年を境にヨーロッパはいろいろと変わってしまったので、今の西欧の状況をい

ろいろ友達に聞いてもかなり状況が変わってしまったという状況がある。地区ごとに分断

された状態というのがどんどん生まれていてというのがこの東京でも起きないとも限らな

いわけですよね。もちろん起こしてはいけないのですけれども、やはり例えば家賃が安い

地域があるとか、そういうことだけでそれがもう起こってしまうので、そういったことに

ならないような、地域の分断が起らないような配慮というのが、やはり子育てにかかわっ

ている部分についても起こるのではないかと。 

あと、川崎でも私、保育所関連の委員をやっていますけども、やはり区によって全然状

況が違うのですね。やはり南部の川崎区と一番奥の麻生区なんかでは全然様相が違います

し、こういった外国籍の方が住んでいる地域というのと、そうでない地域でやはり保育所

のほうも全然対応が違っていて、保育所の中には 10カ国語できますという保育所まである

のですよね。本部職員を含めて対応すれば 10カ国語を対応できますと。そこまでやはり対

応力が求められてくることというのが、それは学校でも同じことが起こるのですよね。そ

ういった教育についてはぜひ次回のところで議論させていただければとは考えております。 
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 本日の議事はこれで終了したいと思います。次回も引き続き、重点テーマ、残りの「自

らの可能性を伸ばし成長する若年世代」、特に中高生の世代をどうするのかというのは、

今もちょっと盛り上がった部分もありますので、引き続き議論させていただきたいなと思

いますし、また、「社会の変化に対応した教育・保育」ということで、まさに教育の中身

について、また保育の中身についての審議、これももちろん幼児教育・保育のところから

学校教育につながる接続のところを全て含むと理解をしておりますので、ぜひ活発なご議

論をいただきたいなと思っております。 

 では、次回は、次第の一番下に記載がありますように、5月 28日火曜日 19時から。会

場は中野区役所を予定しております。よろしくお願いいたします。 

その他、事務局から連絡事項などありましたら、よろしくお願いいたします。 

○永見基本構想担当課長 

 １点だけ。お車でお越しなったに方はいらっしゃいますでしょうか。いらっしゃらない

ということなので、以上でございます。 

○和泉部会長 

 以上をもちまして、中野区基本構想審議会第２回子育て・教育部会を閉会させていただ

きます。ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


